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成果を手引きに 神戸市２年目プロジェクト始動
実効性ある介護テクノロジー導入支援へ

を
図
っ
た
。
現
場
の
ニ
ー
ズ

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
た

め
、
体
験
導
入
の
前
に
介
護

現
場
で
「
解
消
し
た
い
課
題

は
何
か
、
目
標
を
ど
こ
に
お

く
か
」を
明
確
に
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
導
入
時
〜
終
了
時
ま

で
継
続
的
に
開
発
企
業
と
事

務
局
が
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、

正
し
い
利
用
の
仕
方
や
業
務

フ
ロ
ー
へ
定
着
化
さ
せ
る
こ

と
と
し
た
。

　
「
導
入
効
果
を
客
観
的
に

測
定
し
、
見
え
る
化
し
て
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

現
場
が
自
ら
の
課
題
と
目
的

を
明
確
に
す
る
こ
と
と
、
開

発
企
業
側
が
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
特
徴
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
重
要
」。
日
本
ノ
ー
リ

フ
ト
協
会
・
保
田
淳
子
代
表

理
事
は
、
助
成
金
が
あ
る
か

ら
と
り
あ
え
ず
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
し
て
み
よ
う
と

い
っ
た
意
識
で
は
な
く
、
費

用
対
効
果
を
考
え
な
が
ら
計

画
性
を
も
っ
て
導
入
す
る
現

場
を
増
や
し
た
い
と
強
調
し

た
。

　

市
医
療
・
新
産
業
本
部
医

療
産
業
都
市
部
調
査
課
の
藤

井
秀
典
課
長
も
「
実
効
性
あ

る
事
業
に
し
た
い
。
ニ
ー
ズ

を
丁
寧
に
く
み
取
る
プ
ロ
セ

ス
を
重
視
し
て
い
る
」
と
話

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
呼
び
掛
け

た
。

　

企
業
に
と
っ
て
は
手
を
挙

げ
て
も
体
験
導
入
に
至
ら
な

い
場
合
も
あ
り
、
導
入
さ
れ

て
も
か
か
る
費
用
は
全
部
自

己
負
担
と
な
る
た
め
厳
し
い

条
件
だ
。
聴
こ
え
の
い
い
営

業
ト
ー
ク
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
。
だ
が
、
本
当
に
現
場
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
購
入
に
も
つ
な
が

る
。
参
加
す
る
企
業
と
介
護

事
業
所
は
セ
ミ
ナ
ー
終
了
か

ら
申
し
込
み
を
受
け
付
け
今

月
末
に
体
験
導
入
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
予

定
だ
。

知
、
寄
付
申
込
、
買
替
調
達

ま
で
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
防
災
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
対
策
Ｗ
ｅ
ｂ
ツ
ー

ル
「
サ
ク
ッ
と
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
」

の
提
供
を
開
始
し
た
。
同

サ
ー
ビ
ス
は
、
同
社
の
「
ス

マ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
」「
ス
マ
ー

ト
ス
ク
ー
ル
」「
ス
マ
ー
ト

介
護
」
を
利
用
し
て
い
る
法

人
29
・
５
万
社
を
対
象
に
、

無
料
で
提
供
す
る
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
の
特
長
と
し

て
①
備
蓄
品
管
理
リ
ス
ト
を

一
括
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
可
能
②

備
蓄
品
ご
と
に
設
定
し
た
ア

ラ
ー
ト
メ
ー
ル
の
自
動
送
信

で
期
限
切
れ
を
回
避
③
拠
点

ご
と
に
リ
ス
ト
の
閲
覧
・
編

　

プ
ラ
ス
（
東
京
都
港
区
、

今
泉
忠
久
社
長
）
は
７
月
１

日
よ
り
、
防
災
備
蓄
品
の
在

庫
管
理
か
ら
、
期
限
が
近
づ

い
た
商
品
の
ア
ラ
ー
ト
通

Ｇ
Ｐ
Ｓ
型
の
認
知
症
徘
徊

感
知
機
器
取
扱
い
店
募
集

ア
ー
バ
ン
テ
ッ
ク

10
月
３
日
よ
り

　

ア
ー
バ
ン
警
備
保
障
の
グ

ル
ー
プ
企
業
ア
ー
バ
ン
テ
ッ

ク
（
奈
良
県
橿
原
市
、
寺
西

賢
次
代
表
）
は
、
介
護
保
険

集
、
管
理
担
当
者
の
設
定
が

可
能
④
期
限
切
れ
前
の
食
料

品
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
寄
付

を
サ
ポ
ー
ト
⑤
ア
ラ
ー
ト
期

日
が
過
ぎ
た
商
品
と
同
等
も

し
く
は
類
似
の
品
を
提
案
⑥

担
当
者
の
引
き
継
ぎ
は
登
録

変
更
と
利
用
ガ
イ
ド
を
共
有

す
る
だ
け
で
引
き
継
ぎ
業
務

が
完
了
―
―
が
あ
る
。

　

詳
細
は
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
問
い
合
わ
せ
は
０
１
２

０
・
８
５
０
・
３
９
３
。

適
用
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
型
認
知
症
徘

徊
感
知
機
器
「
ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ

Ｏ
（
い
つ
も
）」
の
取
扱
い

店
舗
の
募
集
を
、
10
月
３
日

か
ら
開
始
す
る
。

　

同
機
器
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
製
で
、
普
段
履
い
て
い
る

靴
な
ど
に
装
着
し
て
使
え
る

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
。
居
場
所
を
感

知
し
て
ス
マ
ホ
な
ど
に
数
ｍ

の
誤
差
で
位
置
情
報
を
検

索
・
通
知
し
た
り
、
地
図
に

表
示
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
。

介
護
保
険
適
用
で
徘
徊
の
ト

ラ
ブ
ル
を
大
幅
に
解
消
す
る

と
し
て
７
年
前
の
発
売
以
来

１
万
人
超
が
利
用
し
て
い

る
。
レ
ン
タ
ル
費
用
は
自
治

体
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
月

１
５
０
０
円
〜
２
０
０
０
円

で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　

精
度
の
高
さ
と
低
コ
ス
ト

で
の
利
用
が
魅
力
だ
が
、
ス

マ
ホ
な
ど
で
の
位
置
情
報
の

確
認
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

利
用
に
際
し
て
サ
ポ
ー
ト
を

必
要
と
す
る
場
合
が
少
な
く

な
い
た
め
、
取
扱
い
店
舗
の

協
力
を
得
て
い
る
。
現
在
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
約
５

０
０
社
が
契
約
中
だ
。
今
後

さ
ら
に
徘
徊
感
知
機
器
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
き
め

細
か
な
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
く
れ
る
福
祉
用
具

店
を
新
た
に
全
国
か
ら
募
る

こ
と
に
し
た
と
い
う
。

　

問
い
合
わ
せ
は
０
７
４

４
・
２
３
・
１
２
６
０
へ
。

族
や
介
護
者
の
負
担
を
軽
減

で
き
る
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
上
書
き
録

音
可
能
。
３
分
間
お
き
に
３

回
再
生
さ
れ
る
。
最
大
音
量

は
、
高
度
の
難
聴
で
も
聞
き

取
り
や
す
い
76
ｄ
Ｂ
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン
オ
フ

可
能
な
時
刻
を
知
ら
せ
る
メ

ロ
デ
ィ
チ
ャ
イ
ム
も
内
蔵
さ

れ
て
い
る
。

　

ぬ
い
ぐ
る
み
は
イ
ヌ
と
ネ

コ
の
２
種
類
。
価
格
は
１
万

２
８
０
０
円
（
税
込
）
か
ら
。

問
い
合
わ
せ
は
０
２
７
７
・

７
３
・
２
４
１
７
。

　

神
戸
市
で
は
昨
年
度
か

ら
、
実
用
性
の
高
い
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
、
福

祉
用
具
な
ど
「
介
護
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
」
の
開
発
と
介
護
現

場
で
の
導
入
を
推
進
し
、
新

た
な
事
業
化
と
と
も
に
現
場

の
業
務
負
担
を
軽
減
、
人
材

確
保
・
定
着
に
繋
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
遂
行
し
て
い
る
。
昨
年
度

の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、

８
月
１
日
か
ら
２
年
目
の
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
開
発

者
側
の
目
的
と
現
場
の
ニ
ー

ズ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す

る
の
が
最
大
の
課
題
だ
。
今

年
度
は
マ
ッ
チ
ン
グ
に
力
点

を
置
く
の
で
は
な
く
、
体
験

導
入
前
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

綿
密
に
行
い
、
導
入
時
か
ら

終
了
ま
で
継
続
的
に
フ
ォ

ロ
ー
し
て
確
実
に
現
場
に
定

着
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。

客
観
的
で
普
遍
性
の
あ
る

「
導
入
の
手
引
き
」
を
成
果

物
と
し
て
作
成
し
た
い
と
い

う
。

　

同
事
業
は
市
の
医
療
・
新

産
業
本
部
医
療
産
業
都
市
部

と
介
護
保
険
課
と
が
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
行
う
。
市
内
に
介

護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
新

た
な
事
業
を
生
み
出
す
こ
と

が
大
き
な
ね
ら
い
だ
。
事
業

運
営
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

日
本
ノ
ー
リ
フ
ト
協
会
が
受

託
し
て
い
る
。

　

１
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
で
は
ま
ず
、
昨
年
度

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が

報
告
さ
れ
た
。
介
護
現
場
へ

の
機
器
貸
し
出
し
は
、
予
定

を
上
回
る
33
件
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
創
出
さ
れ
た
の
を
始

め
、
ノ
ー
リ
フ
ト
協
会
が
運

営
す
る
常
設
の
相
談
窓
口
に

は
厚
労
省
事
業
に
よ
る
相
談

窓
口
（
全
国
14
カ
所
設
置
）

の
平
均
利
用
件
数
で
あ
る
１

カ
所
当
た
り
71
件
の
倍
以
上

の
１
５
１
件
が
利
用
、
機
器

を
体
験
導
入
し
た
施
設
と
企

業
数
も
予
定
を
上
回
る
16
施

設
・
71
企
業
と
な
っ
た
。

　

だ
が
、
課
題
も
シ
ビ
ア
に

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
日
本

ノ
ー
リ
フ
ト
協
会
が
貸
し
出

し
た
機
器
に
よ
る
最
終
的
な

効
果
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し

た
と
こ
ろ
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
企
業
か
ら
説
明
を
受
け

た
上
で
貸
し
出
し
を
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
職
場
で
使
っ
て

み
る
と
ギ
ャ
ッ
プ
が
頻
発
し

て
い
た
」「
相
談
窓
口
に
は

販
路
拡
大
に
関
す
る
相
談
が

主
体
で
事
業
化
に
す
ぐ
に
つ

な
が
る
事
案
が
な
か
っ
た
」

な
ど
の
結
果
が
分
か
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
２

年
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

事
業
内
容
の
大
幅
な
見
直
し

　

群
馬
電
機
（
群
馬
県
み
ど

り
市
、
西
村
稔
社
長
）
は
７

月
28
日
、
録
音
・
再
生
が
で

き
る
ぬ
い
ぐ
る
み
「
時
間
だ

よ
！
お
し
ら
せ
と
う
ば
ん
」

を
発
売
し
た
。

　

同
製
品
は
、
録
音
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
再
生
を
定
時
に
設

定
す
る
こ
と
で
、
離
れ
て
暮

ら
す
家
族
に
予
定
を
知
ら
せ

る
ぬ
い
ぐ
る
み
。
各
60
秒
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
10
件
、
曜
日

や
時
刻
で
録
音
設
定
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
薬
の
時
間

や
ゴ
ミ
捨
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
予
定
な
ど
、
ぬ
い
ぐ
る

み
を
介
し
て
録
音
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
家

防
災
備
蓄
品
管
理
ウ
ェ
ブ
ツ
ー
ル

 
在
庫
管
理・買
い
替
え
、寄
付
提
案
ま
で

プラス

　

Ａ
：
出
生
時
育
児
休
業
、
通
称
「
産

後
パ
パ
育
休
」
は
、
基
本
的
に
は
男
性

の
育
児
休
業
取
得
促
進
の
た
め
に
、
男

性
の
育
児
休
業
取
得
ニ
ー
ズ
が
高
い
子

の
出
生
直
後
の
時
期
に
、
こ
れ
ま
で
の

育
児
休
業
よ
り
も
柔
軟
で
休
業
を
取
得

し
や
す
い
枠
組
み
と
し
て
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
制
度
は
、
従
来
よ
り
制
度

化
さ
れ
て
い
る
育
児
休
業
と
は
別
に
、

取
得
可
能
な
制
度
と
し
て
設
け
ら
れ
た
、

言
う
な
ら
ば
似
て
非
な
る
制
度
で
す
。

　

ご
質
問
の
出
生
時
育
児
休
業
が
新
設

さ
れ
た
こ
と
で
従
来
の
育
児
休
業
制
度

が
な
く
な
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
厚
生
労
働
省
か
ら
法
改

正
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
が
出
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
に
、

Ｑ
５
‐
２
：
法
改
正
後
は
、
子
の
出
生

後
８
週
以
内
は
４
週
間
ま
で
し
か
休
業

を
取
得
で
き
な
く
な
る
の
で
す
か
。

Ａ
５
‐
２
：
違
い
ま
す
。
現
行
の
育
児

休
業
は
改
正
後
も
取
得
可
能
で
す
。
改

正
後
は
、現
行
の
育
児
休
業
に
加
え
て
、

出
生
時
育
児
休
業
が
創
設
さ
れ
る
も
の

で
す
。
子
の
出
生
後
８
週
以
内
の
期
間

は
、
労
働
者
の
選
択
に
よ
り
、
新
制
度

と
通
常
の
育
休
の
い
ず
れ
も
取
得
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｑ
５
‐
７
：
産
後
７
週
〜
10
週
の
休
業

申
出
が
あ
っ
た
。
産
後
７
〜
８
週
は
自

動
的
に
出
生
時
育
児
休
業
に
な
る
の

か
。
ま
た
は
、
８
週
の
う
ち
４
週
ま
で

の
育
児
休
業
は
全
て
出
生
時
育
児
休
業

と
し
て
取
り
扱
う
よ
う
労
使
で
取
り
決

め
て
よ
い
で
す
か
。

Ａ
５
‐
７
：
育
児
休
業
申
出
と
出
生
時

育
児
休
業
申
出
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
権
利

と
し
て
労
働
者
に
付
与
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
の
で
、「
産
後
○
週
間
以
内
の

期
間
に
つ
い
て
の
休
業
の
申
出
は
出
生

時
育
児
休
業
の
申
出
と
す
る
」
と
い
っ

た
自
動
的
・
一
律
の
取
扱
い
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
労
使
協
定
等
で
そ
の
よ

う
な
取
扱
い
と
す
る
こ
と
を
事
前
に
取

り
決
め
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。仮
に
、

労
働
者
か
ら
、
育
児
休
業
申
出
又
は
出

生
時
育
児
休
業
申
出
の
ど
ち
ら
か
不
明

な
申
出
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
事
業

主
は
い
ず
れ
の
申
出
に
対
し
て
も
、
そ

の
申
出
を
し
た
労
働
者
に
ど
の
申
出
で

あ
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

と
も
あ
り
ま
す
。
ゆ
え
に
事
業
所
と

し
て
は
、
出
生
時
育
児
休
業
お
よ
び
従

来
の
育
児
休
業
制
度
、
共
に
使
用
で
き

る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。（
糀
谷
社
会
保
険

労
務
士
事
務
所
代
表　

糀
谷
博
和
）

Ｑ
：
10
月
の
育
児
介
護
休
業
法

の
改
正
で
、「
出
生
時
育
児
休

業
」
と
い
う
制
度
が
新
設
さ
れ

る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ

が
出
来
た
こ
と
で
、
従
来
の
育

児
休
業
制
度
は
、
な
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

介
護
と
労
働

介
護
と
労
働

介
護
と
労
働

714「産後パパ育休」と育児休業は別物

ぬ
い
ぐ
る
み
で
予
定
お
し
ら
せ

群
馬
電
機 

家
族
の
声
を
録
音


